
 

さいたま市監査委員告示第２２号 

 地方自治法第１９９条第１４項の規定により、令和４年１２月２３日付けさいたま

市監査委員告示第１３２２号で公表した財政援助団体等監査（公の施設の指定管理者）

の結果に基づき、さいたま市長から措置を講じた旨の報告があったので、別添のとお

り告示する。 
  令和５年８月９日 
                    さいたま市監査委員 大 内 美 幸 
                    同         工 藤 道 弘

                    同         三 神 尊 志

                    同         髙 子   景

  
 

 



 
指摘事項等措置報告書 

 

 環境局 施設部 環境施設管理課  

 

指 摘 事 項 等 措 置 状 況 

１ 環境局 施設部 環境施設管理課 

⑴ 収支状況の報告において、報告内容

の精査を怠り、収支状況の正確性を確

認していなかったので、さいたま市新

クリーンセンター整備事業維持管理・

運営業務委託契約書第１４条第１項及

び第２項、並びに第１５条第２項に基

づき、適正な事務処理を行うべきであ

る。 

 

２ 株式会社エコパークさいたま 

⑴ 収支状況の作成において、計上誤り、

計上漏れ、勘定科目の誤りなどが散見

されたので、さいたま市新クリーンセ

ンター整備事業維持管理・運営業務委

託契約書第１４条第１項及び第２項に

基づき、適正な事務処理を行うべきで

ある。  

  

 

⑵ 総勘定元帳の作成において、誤った

勘定科目への仕訳が散見され、収支状

況の正確性が確認できなかったので、

適正な事務処理を行うべきである。 

 

１ 環境局 施設部 環境施設管理課 

⑴ 収支状況を正確に把握し、適正な事

務処理を行うため、株式会社エコパー

クさいたまに誤記等の指摘を受けた

箇所を修正した収支報告書の再提出

を行わせました。  

あわせて、翌年度以降は、報告書が

提出された際に複数人による確認作

業を実施することとしました。 

 

２ 株式会社エコパークさいたま 

⑴ 株式会社エコパークさいたまに対

して、適正な事務処理を行うよう指導

しました。  

これを受け、株式会社エコパーク

さいたまは、収支状況の計上誤り、計

上漏れ、勘定科目の誤りを修正し、市

に対して総勘定元帳及び収支報告書

を再提出しました。 

 

⑵ 株式会社エコパークさいたまに対

して、適正な事務処理を行うよう指導

しました。 

これを受け、株式会社エコパーク

さいたまでは、総勘定元帳の仕訳内



容を再確認し、誤記載箇所を修正し

た総勘定元帳を市に対して再提出し

ました。 

 


